
「送迎人生」を考えてみる

北勢線とまち育みを考える会

令和８年１月

シリーズ勉強会『地域の公共交通とまちづくりを考える』
第２５回 「ピンポイントテーマディスカッション」 その６



シリーズ勉強会 第５クール
「ピンポイントテーマディスカッション」

第１クール 地域交通の基礎知識の習得

第２クール 基礎知識に基づいたテーマディスカッション

第３クール 個別テーマにフォーカスしたディスカッション

第４クール 地域の将来像を見える形で表現してみる

第５クール ピンポイントテーマディスカッション



山陽新聞 コラム「滴一滴」

「送迎人生」の軽減を！ 令和７年３月２６日

「送迎人生」という言葉を最近知った。マイカーで、子どもの通学や塾通

い、パートナーの通勤、親の通院といった送迎を過度に一人が担う大変さ

を表しているという。多かれ少なかれ、移動の一部を送迎に頼っている話

はよく聞く。土井勉・一般社団法人グローカル交流推進機構理事長らの近

畿圏での実態分析では、送迎を担うのは７対３で女性が多い。お母さんが

家族の移動を支える姿が思い浮かぶ。都心、郊外、地方と公共交通が不

便になる順に送迎の割合が増える。送迎する側は自分の時間を犠牲にし

、就業の機会も失われる。すると次世代などがそこに住む選択をしにくくも

なる、と指摘している。



山陽新聞 コラム「滴一滴」

その改善に役立った好事例がある。瀬戸内市は２０２２年、民間バスが

運行していた二つの路線を市営バスに転換した。便数や運行時間帯はほ

ぼ引き継ぎ、運賃は１乗車が１００円などと格安にした。すると利用者数は

１・５倍と２・８倍に増えた。その大きな要因が通学定期の利用増で２・３倍

にもなった。定期代が半年間で１万８００円などと大幅に下がり、送迎から

バス利用に変わったケースが多いとみられる。入学や就職、転勤の時季

を迎えた。これから送迎を始める人もいるだろう。公共交通が使いやすくな

って、送迎人生が軽減される―。気付きにくいが、地域の重要な課題だ。



今日のディスカッションのテーマは・・・

公共交通などの整備が十分に行き届いていない過疎地

域では、送迎が最後の移動手段となってしまうこともあり、

送迎交通のすべてを否定することはできません。しかし、

先ほどの新聞のコラムにあるように、交通政策を考えるう

えで送迎には様々な問題があることに気づきます。

今日はこの送迎交通が持つ問題について一緒に考えて

議論をしてみたいと思います。



「送迎人生」って何だろう？

話題提供プレゼンテーション



「送迎人生」って何だ？

自分で自動車を運転できない人たちや駐車場がないと

ころに行くためには、誰かが送迎をすることが必要になる。

その送迎の重荷が過度にひとりの人に集中して大変だと

いうことを比喩的に表現したのが「送迎人生」。



送迎の持つ役割

送迎には目的地まで自律的な移動手段を持たない人た

ちの移動を支える重要な役割がある。公共交通の十分に

整備されていない地域では送迎が不可欠な場合もある。

それは重荷である一方で、送迎中の時間が家族との大切

な会話の場になっているという見方もできる。



送迎だけに頼っていると移動が困難になることも・・・

送迎の意義や役割は否定しないものの、送迎以外に頼

ることができる移動手段を持てない人々にとって、仮に送

迎の担い手に何らかの不都合が生じた場合には、望む移

動ができなくなることにもなりかねない。



送迎される人にとって・・・

送迎される人たちは、運転する人の時間や手間を費やして
もらうことになるので、通院など生きていく上で必要不可欠な
移動以外は遠慮や気兼ねが働いて、送迎の依頼をしないこ
とが多くあるという指摘がしばしばされている。

例えば必要不可欠とな見られにくい友人たちとの交流や遊
びのための外出等はどうしても送迎を依頼しにくくなり、そうし
た外出は潜在化してしまう。本当は友人たちとの交流も遊び
も心や身体の健康のためには重要な活動なのに、こうした活
動が潜在化しまうことは決して望ましいことではない。



送迎の担い手にとって・・・

送迎の担い手とっては、送迎を行うことによって時間的
な損失が生じてしまう。

子どもたちの通学の送迎に留まらず、パートナーの通勤、
高齢家族の通院、さらに子どもたちの塾やスポーツ教室な
どの送迎等さまざまな送迎が連続してしまい、終日送迎ば
かり行うことになりかねない。まさにこれぞ「送迎人生」だ。

また、送迎の担い手にとって送迎で自分の時間が取られ
るだけでなく、外で働くことや社会参加の機会を失ってしま
い、自らの成長や自己実現の機会も喪失しかねない。



「送迎人生」の悩み もー嫌！



送迎交通が公共交通を阻害

送迎する人と送迎される人との関係だけでなく、まちへ

の影響も生じかねない。

例えば送迎する自動車が集中する大きな鉄道駅の駅前

などでは、送迎車による駅前渋滞が発生している。このた

め路線バスが渋滞に巻き込まれて定時運行ができない等

の状況も発生している。特に雨天の際の帰宅時には、鉄

道から降車してくる家族を待つ自動車が駅前に集中して

路線バスの運行を著しく阻害する場合も少なくない。



送迎と人口定着

送迎人生が地域の人口減少にもつながるという話もあ
る。送迎を担っているのは主に女性で男女比にすると３：
７。中でも３５～４４歳の女性の割合が特に大きい。「送迎
人生」の役割を担っているのはお母さんなのだ。このお母
さんの様子を見て、その娘さんたちは、自分がこの場所
住み続ければ、母と同じような「送迎人生」が待っていると
感じてしまう。送迎人生から逃れるために送迎をしなくて
も自律的に移動が可能な地域に居住場所を移したいと考
える。結果として、こうした地域は人口流出が進むことに
なってしまう。



山陽新聞がシンポジウム



「送迎人生」の負担軽減を 山陽新聞交通シンポで議論

「送迎人生」という言葉がある。マイカーで、子どもの通

学や塾通い、パートナーの通勤、親の通院といった送迎

を過度に１人が担う大変さを表している。地方では、移動

を送迎に頼るケースは多いとみられる。負担を減らすには

どうすべきかー。７月１３日に岡山市で山陽新聞が主催し

て地域交通がテーマのシンポジウムでこの話題について

議論がなされた。



シンポジウムのパネルディスカッション



事前アンケートから 送迎をどう捉えているのか

土井勉ほか 第72回土木計画学研究発表会・講演集20-02より

全年代

男女・年代別

送迎を負担と感じているのか。良い時間と感じているのか。



アンケートの自由記述から

土井勉ほか 第72回土木計画学研究発表会・講演集20-02より



アンケートの自由記述から

土井勉ほか 第72回土木計画学研究発表会・講演集20-02より



ディスカッションのテーマ・・１

いなべ地域での「送迎人生」
実状はどんな感じですか？



ディスカッション・１ いなべ地域の「送迎人生」度は？

いなべ地域でもかなり重度の「送迎人生」を強いられてい

るのでしょうか。「送迎人生」によってどんな望ましくない状

況が起こっているのでしょうか。

実例を発表していただいて、実状を共有しましょう。



ディスカッションのテーマ・・２

「送迎人生」軽減のアプローチ
いなべ地域でできることは？



ディスカッション・２ 「送迎人生」を軽減するために

現状の「送迎人生」、どんなことを改善すればその重荷を

軽減できるでしょうか。今、いなべでできることを考えてみま

しょう。



ディスカッションのテーマ・・３

現状のいなべの公共交通で
ここに住む選択をしてくれるでしょうか？



ディスカッション・３ いなべは選ばれる地域になれる？

いなべ地域の公共交通は十分ですか？若い世代はこの

地域を定住地として選んでくれるでしょうか。

この地域が若い人たちの定住地として積極的に選んでも

らえるようになるにはどうしたら良いでしょう？
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